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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成22年9月24日(2010.9.24)

【公表番号】特表2010-523901(P2010-523901A)
【公表日】平成22年7月15日(2010.7.15)
【年通号数】公開・登録公報2010-028
【出願番号】特願2010-503450(P2010-503450)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｃ   7/00     (2006.01)
   Ｆ０４Ｄ  29/64     (2006.01)
   Ｆ０１Ｄ  25/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｃ   7/00    　　　Ｄ
   Ｆ０４Ｄ  29/64    　　　Ｃ
   Ｆ０１Ｄ  25/00    　　　Ｘ

【手続補正書】
【提出日】平成22年8月4日(2010.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基礎（２９）上に固定された方向転換台（２７）と、該方向転換台（２７）に回動可能
に支持され基礎（２９）の水平面（４７）に対して垂直に立てられたロータ（１３）を転
倒防止するための保持装置（４５）とを有し、保持装置（４５）が方向転換台（２７）と
は別個に基礎（２９）に固定される、少なくとも１本のタイロッド（１５）によって相互
に締付け結合された複数の回転円板（２１）で構成された流体機械におけるロータ（１３
）を組立および分解するための組立装置（２３）であって、
　保持装置（４５）が複数の支柱（６４）によって基礎（２９）に固定され、方向転換台
（２７）がそれらの支柱で囲い込まれた基礎面の内部に配置されていることを特徴とする
流体機械におけるロータ（１３）を組立および分解するための組立装置。
【請求項２】
　保持装置（４５）が基礎（２９）上に矩形の形で配置された４本の支柱（６４）を介し
て基礎（２９）の上側に配置されていることを特徴とする請求項１に記載の組立装置。
【請求項３】
　保持装置（４５）が水平面（４７）に対して垂直に立てられたロータ（１３）を横側で
支持する少なくとも１つの支え面（６１）を有し、方向転換台（２７）のヒンジ継手（３
１）とその上に配置された支え面（６１）との垂直距離が２～３ｍであることを特徴とす
る請求項１又は２に記載の組立装置。
【請求項４】
　複数の支柱（６４）が台座（４９）を支持していることを特徴とする請求項１ないし３
のいずれか１つに記載の組立装置。
【請求項５】
　支え面（６１）が台座（４９）の高さに設けられていることを特徴とする請求項４に記
載の組立装置。
【請求項６】
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　台座（４９）が作業員の作業台として形成されていることを特徴とする請求項４又は５
に記載の組立装置。
【請求項７】
　方向転換台（２７）がロータ（１３）の重力を基礎（２９）に円形面で伝えることを特
徴とする請求項１ないし６のいずれか１つに記載の組立装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２】
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